
4 回 美山 × 研究 つながる集会4 回 美山 × 研究 つながる集会

地域を元気にする

会場 京都丹波高原国定公園ビジターセンター

タネをみつける
〜人口減少社会における担い手不足と向きあってみる〜〜人口減少社会における担い手不足と向きあってみる〜

主　催 「森里連環学に基づく豊かな森と里の再生」研究会 *
 京都丹波高原国定公園ビジターセンター運営協議会
協　力 京都大学 フィールド科学教育研究センター芦生研究林

13 時
ー 16 時

プログラム
12:30
13:00
13:10

14:20

15:10
16:00

開場
開演・挨拶
話題提供
 「ふるさとの夢をかたちに〜地域に価値を生み出す持続可能な事業モデル」
  嶋田 俊平先生（株式会社 さとゆめ　代表取締役・オンライン講演）

地域のタネ！紹介
 「美山町の振興会の取組紹介」
   美山町地域振興連絡協議会
 「知井振興会の課題」
   河野　賢司氏（知井振興会事務局長）
 「美山まちづくり委員会の取組」
   大野　光博氏（美山まちづくり委員会 委員長）
意見交換
閉会挨拶

「すべての人がふるさとに誇りを持ち、ふるさとの力になれる社会」を目標に、地域の戦略策定
や計画づくりだけにとどまらず、その先にあるマーケティング戦略や商品開発、販路開拓、そ
して施設運営、組織経営まで、一気通貫で支援する「伴走型コンサルティング」会社「さとゆめ」
を創立。日本各地４０か所以上の地域に関わる。著書に「700 人の村がひとつのホテルに 「地
方創生」ビジネス革命」(2022 年 )。

参加費無料

3月 3日
２ ０ ２ ４

* 自然と人をつなぎ、地域と研究者をつなぎ、美山の豊かな森と里を目指す京都大学と山口大学の研究グループ。
石原正恵、徳地直子、坂野上なお（京大フィールド研）、赤石大輔（大阪産業大）、内田恭彦（山口大）他。



オンライン参加
申込 QR コード 

リンク先 Google フォーム
https://forms.gle/y92PUFFHmx4tLC1s9

１.会場参加（京都丹波高原国定公園ビジターセンター２F）　→事前申し込み不要 
２.オンライン参加【事前申込】→下記 QR コードを読み取り、申込フォームか

ら申し込んでください　【2月 29日締切】
2024 年 3 月 1 日にご登録いただいたメールアドレス宛に Zoom の URL・参加方法等をご連絡いたします。

会場住所　京都府南丹市美山町安掛下 23（道の駅　美山ふれあい広場内）　0771−75−9020

  （開館時間 9 時〜17 時　毎水曜 休館）

問合せ先　京都丹波高原国定公園ビジターセンター 担当者まで（0771-75-9020）

人口減少・担い手不足に直面するコミュニティでは何がおこり、 それ

をどのようにとらえたらいいのか…

地域社会の課題共有・課題解決にむけた取り組み紹介と協働をう

ながします

テーマの研究者から話題提供をしてもらい、 ヒントをさがそう　そして、

地域ですでに活動をしている団体に活動の内容や課題などをお話いた

だきます

人口減少を食い止められるのか、 関係人口がふえれば解決するの

か、 どんなコミュニティを構築したらいいのか…

　　　わたしたちは何をどのように目指したらいいのだろうか…

開催の目的

美山 × 研究 つながる集会とは…
　南丹市美山町では、数多くの研究が行われています　どんな研究者がど
んなテーマでどんな研究をしているのか、誰も全体を知らない…
　地域の情報を欲しい研究者とたくさんの情報をもっている地域住民と
をつなぐことができなかったし、地域情報や研究成果を蓄積する方法もな
かった…
　美山に関わる研究者と地域住民とをつなぎなおして、地域の情報や成果
をみんなであつめて、次につなげる場として「美山 × 研究 つながる集会」
を 2020 年から開催しています

第４回 美山 × 研究　つながる集会
2024 年 3 月 3 日 13 時から

石原 （西岡） 正恵 （京都大学芦生研究林　林長）

参加（申込）方法は　２つ


